
2025 年度 第２回須坂市国民健康保険運営協議会議事録（要旨） 

 

１ 開催日時  

   2026 年１月 27 日（火） 午前 10 時 00 分 開会 

  午前 11 時 00 分 閉会 

２ 会議の場所  

   須坂市役所 東庁舎２階 第三委員会室  

  

３ 出席委員  

 塚 田 厚 子 山 岸 靖 典 師 岡 京 子 松 下 英 知 

 樋 口 義 宏 入 澤 栄 司 塩 﨑 貞 夫 半 谷 雅 典 

 小 坂 征 史 高 梨 晃 信   

４ 欠席委員  

 山 岸 美 智 子 五 明 広 樹 松 澤 正 浩 高 野 恭 平 

 

５ 事務局出席職員 

   荻原健康福祉部長・市川医療保険課長・長田健康づくり課長・唐沢税務課長・竹元課長補佐

兼市民税係長・荒井国保年金係長・尾島国保年金係主任主事 

 

６ 傍聴者  

０名 

 

７ 配布資料 

（１）会議次第 

（２）委員名簿 

（３）国民健康保険運営協議会資料 

（４）子ども・子育て支援金制度について 

（５）諮問書 

（６）第３回国民健康保険運営協議会開催通知 

 

８ 会長あいさつ 塩﨑 貞夫 委員 

本日は第２回須坂市国民健康保険運営協議会にご出席をいただきありがとうございます。 

 国民健康保険運営協議会は、国民健康保険法により設置が定められているところであり、

市長の諮問機関として、国民健康保険の運営について必要な意見交換や調査、審議をしてい

ただく大切な協議会であります。 

前回の運営協議会の際にお伝えしておりますとおり、運営協議会は例年８月、２月の計２

回の開催ですが、今年度は子ども子育て支援金分の賦課区分が新設されることにより、税率、

負担額が変更となるため、市長から諮問がありましたので本日開催させていただきました。 



各分野から選出された皆様には、諮問の内容を十分にご審議いただきますようお願いしま

す。併せて、国民健康保険の健全運営ができるよう忌憚のない意見などをいただき、健康長

寿社会の実現へ取り組んでまいりたいと考えておりますのでよろしくお願いします。 

 

９ 会議録署名委員の指名 

被保険者代表 塚田 厚子 委員、公益代表 樋口 義宏 委員を指名 

 

10 諮問 

  事務局から説明（市川医療保険課長） 

 

11 協議状況 

（１）須坂市国民健康保険税の賦課区分の新設について 

事務局から説明（荒井国保年金係長） 

≪主な意見と回答≫ 

委 員：子ども・子育て支援金について、令和８年から令和 10年にかけて、一人当た

りの税額が増えていくと説明があったが、その後はどのように変わっていく

予定なのか。 

事務局：今後の税額の見通しについては、県に納める納付金の金額が増えると、増加

した分を保険税で徴収する必要があるため、その際には税率の見直しや負担

額の変更などを行うことを想定している。 

 

（２）答申について 

事務局から説明（荒井国保年金係長） 

≪主な意見と回答≫ 

委 員：来年度以降も子ども分について額の見直しがある場合は、その都度変えてい

くということでよろしいか。 

事務局：例年３月 31 日付で従来からある医療分、支援分、介護分について、専決で条

例改正を行っており、今後は、子ども分についても同時期に改正を行ってい

くことを想定している。 

 

（３）その他（次回の開催日時について） 

事務局から説明（荒井国保年金係長） 

 

12 健康福祉部長あいさつ 荻原健康福祉部長 

 本日は、長時間にわたり熱心にご審議いただきありがとうございました。本日ご審議いた

だきました、国民健康保険の賦課区分の新設について慎重なるご審議をいただき、妥当であ

ると答申を賜りましたこと厚く御礼を申し上げます。 

今回の賦課区分の新設は令和８年度から全国一斉に始まる子ども子育て支援金制度に対応



するものであり、全世帯で子育てを支え、社会保障制度を次世代でつなぐための重要な改定

であります。審議の過程で委員の皆様からいただいたご意見は市として受け止め、制度の施

行にあたり、市民の皆様に混乱が生じないよう丁寧な広報と適切な事務運営に万全を期して

まいります。 

今後とも国民健康保険事業ならびに地域福祉の向上に対し、ご指導ご鞭撻を賜りますよう

お願い申し上げます。 

 

    2026 年１月 27日    

 
会  長 塩 﨑 貞 夫  

 
署名委員 塚 田 厚 子  

 
署名委員 樋 口 義 宏  

 


